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１. 背景 
近年の病院では医療情報の電子化が進展しており、患者

が転院時には医師が患者の検査結果などをより正確に知る

必要がある。しかし、現状では患者の医療情報の交換を行

う上では病院の医療データベースには以下の問題がある。 
(１) 各病院は異なる OS やデータベースで医療情報を管
理・保存しているため、病院間のデータ交換は困難である。 
(２) また、各病院の医療情報の機密保護のために、自由な
情報交換は不可能である。 これらの問題を解決するために
は、異なるデータベースに格納された医療データを円滑に

交換可能とするセキュリティ能力の高いシステムアーキテ

クチャの開発が必要である。先行研究[1] では、SOAP[2]
を使用し異なるデータベース間でデータ交換を可能とする

システム構築の見通しが得られた。   
本研究では先行研究を元に病院におけるセキュリティ管

理をさらに高度化したデータ交換システムを提案する。 
2. 研究目的 
病院における医療情報のセキュリティを考慮した上で、

データ交換を実現するデータベースシステムを構築する。      
異なるデータベースで、医療情報を保存している病院間

で、情報を交換できるデータ交換システムを構築する。以

上を満たすデータ交換システムの確立を目指す。 
3. 医療用分散データベースシステムの構成 
各病院では異種のデータベース環境(例. RDB, OODBな
ど)に医療情報が格納されている。これらの異種の DB間で
データ交換を可能とするため、以下の提案を行う。 図１に
は、これらを満たす病院間システムの全体図を示す。 
① データ交換を容易に実現するため同種のオブジェクト
指向データベース (例. Caché)を導入する。 

② Cachéにより各病院内にデータ交換用DBを作成する。 
③ 異なる病院間でのデータ交換プログラムをより簡単

に作成するために、C#プログラムで開発を行う。 
④ 異種のデータベース設計間でもデータ交換を行える

ように SOAPを用いて実現する。 
⑤ データ交換時のセキュリティを確保するため、患者認

証および病院認証のプログラムを開発する。 
①～⑤の技術を開発することにより、円滑なデータ交換を

可能とする 

 

 
 

図１ SOAPを用いた医療情報データ交換システム 
４. 評価・考察 
データ交換用ＤＢをファイアウォール外に、非公開用Ｄ

Ｂをファイアウォール内に置くことと病院認証プログラム

と患者認証プログラムを追加することによって、セキュリ

ティを向上した。提案したシステムは、オブジェクト指向

データベースCachéとデータ交換を容易に実現できるSOAP
プロトコルにより効率的な開発を行えることが分かった。 
５. 今後の課題 
異なるOS(オペレーティングシステム)や異なるデータベ
ース設計間でも、セキュリティ面を高度化した医療情報デ

ータを交換するシステムを提案した。今後は必要とされる

アプリケーション機能を拡張した病院システムとしての実

用版の開発を検討することが課題である。  
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